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国際交流基金関西国際センター 受託訪日研修 

 

関西国際センターでは、海外の非営利日本語教育機関等の委託を受けて、（1）日本語を運用すること、

（2）日本の文化・社会について理解を深めること、（3）自身の日本語学習について考えることを目標とし

た集中日本語訪日研修を実施しています。 

希望・要望に合わせ、関西国際センターが研修プログラムを提案・提供いたします。 

 

◆関西国際センターについて 

関西国際センターは関西国際空港から電車で 10 分、大阪中心地まで電車で 40 分、大阪湾に面した風

光明媚で静かな街にあります。また、関西地域の観光名所、歴史名所（神戸、京都、奈良、和歌山など）

へも 1～2 時間で行くことができる便利な場所にあります。「りんくうタウン駅」のそばには関西地区有数のアウ

トレットモールもあり、休日には多くの人でにぎわいます。 
 

＜電車でのアクセス＞ 

•関西空港駅から JF 関西空港線、もしくは南海空港線「りんくうタウン駅」（約５分） 

 •南海なんば駅から南海空港線急行「りんくうタウン駅」（約 40 分） 

 •「りんくうタウン駅」から車で約５分、徒歩約 20 分 

    ※「りんくうタウン駅」から当センターまで無料シャトルバスあり 

＜所在地＞ 

〒598‐0093  

大阪府泉南郡田尻町りんくうポート北 3－14 

 

◆受託の範囲 

•日本語授業 

•日本文化体験プログラム、オリエンテーリング（地域探検活動）、ホームビジット等の実施 

•研修旅行（京都等）の実施 

•食事の手配 

•受託期間中の関西国際センター各種施設（宿泊室・研修室・図書館・自習室・食堂・ホール・娯楽室

等）の利用 

•研修終了後の報告書作成 

＜備考＞ 

※国際航空券（居住地～関西国際空港）や海外旅行傷害保険料の手続きは受託範囲外です。 

 

◆受託経費 

受託にかかわる費用として、研修施設使用料、講師謝金、研修旅行・教材・歓送会経費、食費・生活雑

費、管理費等を申し受けます。ご要望の内容と予算に応じて、研修プログラムを提案いたします。お気軽に

お問合せください。 
 



 

 

2 

 

＜経費の目安＞ 

 •宿泊費： 3,000 円／1 泊（一人部屋） 

 •研修室使用料： 研修室 400 円～600 円／１時間 

             ホール  800 円～1,200 円／１時間 

   

◆研修プログラム 

 滞在日数、研修の目的やニーズに合わせ、研修プログラムを提案・提供いたします。 
 

＜研修の例＞ 

 •5日間のプログラム 

１週間ほどの滞在期間で日本語を使った体験を中心にしたコースデザイン例です。大阪オリエンテーリングで

のタスク活動を軸に、発表のために必要な日本語を身に付けたり、日本語運用力や発表スキルを高めること

ができます。帰国後の学習に役立つ日本語ウェブサイトや、e ラーニングを使った学習方法を紹介します。 

［研修スケジュール表（５日間）］ 

日 午前 午後 

   

1 コースオリエンテーション・施設案内 アイスブレイク・図書館ガイド・教材紹介 

2 関西弁・大阪オリエンテーリングガイド 日本文化体験（和太鼓） 

3 大阪オリエンテーリング 

4 大阪オリエンテーリングのまとめ・発表準備 日本語ウェブサイト・e ラーニング学習の紹介 

5 大阪オリエンテーリングのまとめ・発表準備 コース発表会・アンケート・修了式 
 

 •2週間のプログラム 

それぞれの体験活動の前にガイドや準備活動（インプット）の時間を設け、新しい知識をえてから体験活動

にのぞみます。日本語を使った活動／コミュニケーション活動では、場面会話を実践するだけではなく、タスク

にチャレンジしながら主体的に体験・交流活動にとり組み、体験活動のまとめとして発表会を実施します。 

［研修スケジュール表（２週間）］ 

日 午前 午後 

1 コースオリエンテーション・施設案内 アイスブレイク・図書館ガイド・教材紹介 

2 関西弁・大阪オリエンテーリングガイド 日本文化体験１（書道） 

3 大阪オリエンテーリング 

4 大阪オリエンテーリングのまとめ・発表準備 日本語ウェブサイト紹介 

5 大阪オリエンテーリングのまとめ・発表準備 大阪オリエンテーリング発表会 

6 自由行動日 

7 自由行動日 

8 e ラーニング学習紹介 日本文化体験２（和太鼓） 

9 若者ことば 研修旅行ガイド（京都） 

10 京都研修旅行 

11 京都研修旅行のまとめ 最終発表会準備 

12 最終発表会 研修のまとめ・アンケート・修了式 
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その他、１か月、6 週間など比較的長いプログラムも要望に合わせ提案・提供いたします。 
 

＜最新の受託研修の実例＞ 

・高校生対象の研修（2 週間、10 名+引率者） 

・日本語教師研修（2 週間、6 名+随行者） 

・高校生対象の研修（同校約 3 週間の研修旅行の一部）（3 日間、24 名+引率者） 

・大学生研修（4 週間、7 名） 

・大学生研修（当センター主催研修と合同実施）（約 2 ヶ月、2 名） 

 

◆受託訪日研修の申し込み・問い合わせ 

メールでこちらまでお問い合わせください。 

E メール：jpf-kansai＠jpf.go.jp（教育事業チーム） 

 

‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐  

 

受託研修に関する FAQ 
 

＜研修の実施について＞ 

Q1．10名未満の研修でも実施できますか。 

研修受託可能人数で挙げている 10 人は、あくまでも目安です。10 人未満の研修でも、既にある研修への参加

の場合や、研修内容、時期によって実施できる場合がありますので、お問い合わせください。また、当センターでは

過去に 10 人未満の研修を受託した例も多くあります。既存研修にご参加いただく場合はさらに少人数でも実施

が可能です。 
 

Q2．小学生や中学生の研修も可能ですか。 

原則として高校生以上に限らせて頂いていますが、場合によってはお引き受けできることもありますので、ご相談くだ

さい。 
 

Q3．いつまでに申し込めばいいですか。 

当センターの宿泊施設の空き状況によっては研修をお受けできないこともありますので、なるべく早く当センターにご

連絡ください。ご希望の研修開始日の 3 か月前までには研修実施を確定し、契約書を締結することが望ましいで

す。なお、次年度の事業については、お見積もりやスケジュールをご提案させていただきますが、受け入れ可否のお

返事については、年度末（3 月頃）まで保留させていただくことがあります。  

※当センターでは 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までを１年度としています。 
 

Q4．随行者は必要ですか。 

未成年のグループには必ず成人の随行者を付けていただくよう、お願いしています。詳しくはお問い合わせください。 
 

Q5．研修生の家族も一緒に行ってもいいですか。 

研修参加者の家族の方の同行はご遠慮いただいております。 
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＜研修に関する手配内容や料金について＞ 

Q6．日本への航空券手配もしてもらえますか。 

日本に渡航する際の航空券及び研修期間中の海外旅行者保険についてはご自身で購入していただくよう、お願

いしております。 
 

Q7．料金のお支払いはどうすればいいですか。 

お支払いは日本円とさせていただいており、委託元名義の口座から、料金を当センター指定口座に振り込んでい

ただきます。なお、海外からの送金も含めて、手数料は送金者負担でお願いいたします。クレジットカードでのお支

払い、参加者個々人からそれぞれのお振込みはお受けできませんのでご了承ください。 

 

＜研修プログラムの内容について 

Q8．参加者の日本語能力がバラバラですが、大丈夫でしょうか。 

参加者の日本語レベルはなるべく同じであるほうが望ましいですが、10 人以上のグループについてはクラス分けを

行うなど、対応が可能です。グループでの研修にこだわらない場合は既存研修等への対応も検討できます。お気

軽にご相談ください。 
 

Q9．日本語の授業では、どのようなことを教えていただけますか。 

皆さんの要望に応じてプログラムをデザインしますが、2 週間未満の短期であれば、新しいことを学習するよりも、今

まで学習した日本語をたくさん使ってみることが中心となります。 
 

Q10．日本人と交流する場を設けたいのですが、対応できますか。 

当センターでは多数の小学校、中学校、高校、大学等と協力し、受託研修においても参加者と日本人との交流

会を行ってきた実績があります。但し、相手側のスケジュールによっては、ご希望の時期に対応できないこともありま

すので、ご了承ください。 
 

Q11．ホームビジットのホストファミリーはどのような方になりますか。 

原則として、当センター近隣の、大阪府泉南地域の国際交流団体の方々を通じてホストファミリーを募集させてい

ただいております。 
 

Q12．日本伝統文化体験では、何ができますか。 

着付け（浴衣）、茶道、書道、華道、和太鼓、合気柔術などの中からご希望の文化体験をお知らせください。

文化体験プログラムは、外部講師が担当しますので、講師の都合によってはご希望に添えない場合もありますので

ご了承ください。 

 

＜研修中の生活について＞ 

Q13．センターの施設にはどのようなものがありますか。 

センターの施設の内訳は以下のとおりです。 

宿泊室（シングルルーム）、教室、図書館、自習室（コンピューター及びプリンターあり）、食堂、ホール、和室、

自炊室、ランドリールーム、トレーニングルーム、ラウンジ 
 

Q14．センター宿泊中に、急病などのトラブルが発生した場合の対応はどうなっていますか。 

当センターでは、24 時間スタッフを配置しており、深夜や早朝に何らかのトラブルが起きても対応しています。 
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Q15．研修中、参加者が図書館で本を借りることができますか。 

可能です。当センター図書館では色々な言語で書かれた本を所蔵しています。 
 

Q16．センターでWi-Fi を使うことは可能ですか。 

使用可能です。 

 

 

  

 


